
編集方針

「LAC Report 2024」は、IFRS財団が提唱する「国際統合報告フレームワーク」や経済産業省の「価値

協創ガイダンス」を参照しつつ、過去から積み上げてきた強みを核に、「信じられる社会」を築くための

挑戦を続けるラックの価値創造ストーリーを、財務面・非財務面から整理したコミュニケーションツー

ルとして作成しています。株主・投資家をはじめとした幅広い読者の皆様に、当社についての理解を

深めていただけるよう、今後も内容の一層の充実に努めていきます。

報告対象期間

2023年4月1日～2024年3月31日 ※ 一部で2024年９月発行時点の情報も掲載しています。

報告対象範囲

株式会社ラックおよびグループ会社

本レポート中の記載金額は表示単位未満を切り捨て、また、記載比率は表示桁未満を四捨五入して、

それぞれ表示しています。

本レポート中の記載金額について

本レポートに記載されている現在の計画、予測、戦略などには、本レポート作成時点で入手可能な情報

に基づき当社が判断した将来の見通しが含まれています。将来の実際の業績は、様々な要素により、

見通しと大きく異なる結果となりうることをご承知おきください。業績に影響を及ぼすリスクや不確

定要素のなかには、当社の事業環境を取り巻く経済情勢、市場競争、為替レート、税、またはその他

の制度などが含まれます。

将来の見通しに関する注意事項

クリックすると、

各章の冒頭ページに移動します。

操 作ガイド
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下記アイコンや、CONTENTSな

ど、ページ表記がある際にも、ク

リックすると目的のページや外部

リンクに移動します。

ラック Webサイト
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